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『
ハ
ン
・
ト
ゥ
ア
』…
…
①H

ang T
uah

、
②
パ
ニ
・
マ
ジ
ュ
ダ
ム
ー
ル
、

③
一
九
五
六
年
、
④
マ
ラ
ヤ
連
邦
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
⑥
国
際
交
流
基
金

ア
セ
ア
ン
文
化
セ
ン
タ
ー
（
一
九
九
〇
）。

『
ビ
ッ
グ
・
ド
リ
ア
ン
』…
…
①T

he Big D
urian

、
②
ア
ミ
ー
ル
・
ム
ハ

マ
ド
、
③
二
〇
〇
三
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
英
語
、
広

東
語
、
福
建
語
、
タ
ミ
ル
語
、
⑥
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

祭
（
二
〇
〇
三
）、
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
二
〇

〇
四
）。

『
ベ
ー
ル
の
人
生
』…
…
①Selubung

〔
ベ
ー
ル
〕
／V

eil of Life

、
②

シ
ュ
ハ
イ
ミ
・
バ
バ
、
③
一
九
九
二
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー

語
、
⑥
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
一
九
九
三
）。

『
放
火
犯
』…
…
①K

aki Bakar

／T
he A

rsonist

、
②
ウ
・
エ
イ
・
ビ

ン
・
ハ
ジ
サ
ア
リ
、
③
一
九
九
四
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー

語
、
⑥
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
一
九
九
六
）。

『
細
い
目
』…
…
①Sepet

／Chinese Eye

、
②
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ
マ

ド
、
③
二
〇
〇
四
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
英
語
、
広
東

語
、
華
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
五
）。

『
ム
ア
ラ
フ
―
―
改
心
』…
…
①M

uallaf

〔
改
宗
者
〕
／T

he Convert

、

②
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ
マ
ド
、
③
二
〇
〇
七
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ

レ
ー
語
、
英
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
八
）。

『
ム
ク
シ
ン
』…
…
①M

ukhsin

、
②
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ
マ
ド
、
③
二
〇
〇

六
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
英
語
、
華
語
、
⑥
東
京
国
際

映
画
祭
（
二
〇
〇
六
）。

『
ラ
ブ
ン
』…
…
①Rabun

〔
か
す
み
目
〕
／M

y Failing Eyesight

、

②
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ
マ
ド
、
③
二
〇
〇
三
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ

レ
ー
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
六
）。

『
ラ
ス
ト
・
マ
レ
ー
ウ
ー
マ
ン
』…
…
①Perem

puan M
elayu T

erakhir

／T
he Last M

alay W
om

an

、
②
エ
ル
マ
・
フ
ァ
テ
ィ
マ
、
③
一
九

九
七
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
英
語
、
⑥
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー

カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
一
九
九
九
）。

『
レ
ダ
ン
山
の
王
女
』…
…
①Puteri Gunung Ledang

／T
he Princess 

of M
ount Ledang

、
②
ソ
ー
・
テ
オ
ン
ヒ
ン
（
蘇
倧
興
）、
③
二
〇
〇

四
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
⑥
未
公
開
。

著
者
紹
介

二
二
五
頁
に
掲
載
。

「
映
画
の
都
」

一
七
世
紀
以
降
に
オ
ラ
ン
ダ
が
東
南
ア
ジ
ア
の
交
易
を
独
占
す
る

な
か
で
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
ラ
ッ
フ
ル
ズ
は
『
マ
レ
ー
年

代
記
』
の
記
述
を
頼
り
に
オ
ラ
ン
ダ
の
支
配
が
及
ん
で
い
な
い
地
域

を
探
し
当
て
、
一
八
一
九
年
に
自
由
港
を
築
い
た
。
こ
れ
以
降
、
ス

リ
ー
ビ
ジ
ャ
ヤ
の
統
治
者
サ
ン
・
ニ
ラ
・
ウ
タ
マ
が
築
い
た
と
伝
え

ら
れ
る
シ
ン
ガ
プ
ラ
（
獅
子
の
都
）
は
、
マ
ラ
ヤ
や
ス
マ
ト
ラ
、

ジ
ャ
ワ
な
ど
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
地
域
に
お
け
る
錫
鉱
山
や
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
開
発
の
拠
点
と
し
て
栄
え
た
。
こ
の
地
域
で
事
業
を
行
う
実

業
家
や
彼
ら
に
雇
わ
れ
る
労
働
者
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
拠
点
に
マ

ラ
ッ
カ
海
峡
地
域
を
移
動
し
、
金
・
モ
ノ
・
情
報
を
や
り
取
り
し

た
。
と
り
わ
け
中
国
か
ら
の
人
の
流
れ
に
顕
著
だ
っ
た
。
彼
ら
は
厦

門
や
香
港
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
渡
り
、
そ
こ
で
華
人
ブ
ロ
ー
カ
ー

と
労
働
契
約
を
結
び
、
華
人
実
業
家
が
経
営
す
る
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
各

地
の
錫
鉱
山
や
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
散
ら
ば
っ
て
い
っ
た
。
彼
ら

は
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
地
域
で
次
の
仕
事
を
探
す
と
き
も
、
中
国
に
帰
る

と
き
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
拠
点
と
し
た
。
今
日
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

人
口
の
七
割
以
上
を
華
人
が
占
め
る
の
は
、
こ
う
し
た
背
景
に
基
づ

い
て
い
る
。
一
九
世
紀
半
ば
に
実
在
し
た
英
雄
ウ
ォ
ン
・
フ
ェ
イ
ホ

ン
を
描
い
た
『
ワ
ン
ス
・
ア
ポ
ン
・
ア
・
タ
イ
ム
・
イ
ン
・
チ
ャ
イ

ナ　

天
地
黎
明
』
は
、
国
外
へ
の
人
の
流
れ
を
め
ぐ
っ
て
動
揺
す
る

香
港
社
会
を
背
景
と
し
て
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
の
華
人
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
上
海

や
香
港
で
本
格
化
し
た
映
画
産
業
の
一
大
顧
客
だ
っ
た
。
映
画
を
観

る
た
め
の
ハ
ー
ド
で
あ
る
映
画
館
を
東
南
ア
ジ
ア
に
提
供
す
る
上
で

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
拠
点
と
す
る

シ
ョ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
社
と
キ
ャ
セ
イ
社
だ
っ
た
。
シ
ョ
ー
・
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
は
、
一
九
二
五
年
に
上
海
で
設
立
さ
れ
た
天
一
影
片
公
司
が

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
映
画
配
給
に
参
入
す
べ
く
一
九
三
〇
年
に
設
立

さ
れ
た
。
キ
ャ
セ
イ
は
、
大
実
業
家
ロ
ク
・
ユ
ー
の
資
産
を
息
子
の

ロ
ク
・
ワ
ン
ト
ウ
が
受
け
継
い
で
発
展
さ
せ
た
企
業
で
あ
る
。
両
社

は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
遊
園
地
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
な
ど
を
備
え
た
複
合

「成功」を支えるさまざまな
思いを掬い採る

篠崎香織

【シンガポール】
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娯
楽
施
設
を
設
立
・
買
収
し
、
そ
の
な
か
で
映
画
館
を
経
営
し
た
。

そ
の
雰
囲
気
は
『
す
ば
ら
し
き
大
世
界
』
で
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
作
品
は
、
一
九
四
一
年
に
シ
ョ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
買
収

し
、
一
九
七
八
年
ま
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
実
在
し
た
複
合
娯
楽
施
設

「
大
世
界
」
で
の
出
会
い
と
別
れ
を
、
日
本
軍
の
上
陸
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
分
離
独
立
、
タ
イ
南
部
を
拠
点
と
し
た
マ
ラ
ヤ
共
産
党
の
ゲ
リ

ラ
活
動
な
ど
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
現
代
史
と
絡
め
て
描
い
て
い
る
。

シ
ョ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
と
キ
ャ
セ
イ
は
、
や
が
て
映
画
館
に
作
品

を
安
定
的
に
供
給
す
べ
く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
映
画
制
作
を
開
始
す

る
。
シ
ョ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
は
一
九
三
七
年
に
、
キ
ャ
セ
イ
は
一
九

五
二
年
に
、
華
語
・
広
東
語
映
画
と
マ
レ
ー
語
映
画
の
制
作
を
開
始

し
た
。
一
九
五
〇
年
代
末
に
は
両
者
は
華
語
・
広
東
語
映
画
の
制
作

の
拠
点
を
香
港
に
移
す
が
、
そ
の
後
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
両
社
が

競
合
す
る
な
か
で
多
数
の
映
画
が
制
作
さ
れ
、
特
に
マ
レ
ー
語
映
画

は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
黄
金
期
を
迎
え
た
。
当
初
は
地

元
に
監
督
を
務
め
ら
れ
る
人
材
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
イ
ン
ド
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
か
ら
監
督
が
招
か
れ
た
。
一
九

六
〇
年
代
頃
か
ら
マ
レ
ー
人
監
督
に
よ
る
作
品
が
増
え
、
俳
優
と
し

て
も
名
高
い
Ｐ
・
ラ
ム
リ
ー
の
よ
う
な
人
材
が
現
れ
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
映
画
産
業
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
マ
ラ
ッ
カ
海

峡
地
域
で
ど
の
よ
う
な
国
づ
く
り
を
進
め
る
か
、
特
に
マ
ラ
ヤ
（
半

島
部
マ
レ
ー
シ
ア
）
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
作
る
か
と
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
。
日
本
軍
に
よ
る
統
治
を
経
た
一
九
四
六
年
以
降
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
は
イ
ギ
リ
ス
の
直
轄
植
民
地
と
な
っ
て
行
政
上
は
マ
ラ

ヤ
と
切
り
離
さ
れ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
す
る
に
あ
た
っ
て
マ

ラ
ヤ
と
の
合
併
を
目
指
し
、
マ
レ
ー
語
を
国
語
と
し
た
国
民
統
合
の

促
進
な
ど
、
マ
ラ
ヤ
と
の
合
併
に
備
え
た
社
会
作
り
を
行
っ
て
い

た
。
そ
の
目
標
は
、
一
九
六
三
年
に
マ
ラ
ヤ
、
サ
バ
、
サ
ラ
ワ
ク
と

と
も
に
マ
レ
ー
シ
ア
を
結
成
し
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
す
る
こ
と
で

達
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
資
源
の
分
配
な
ど
を
め
ぐ
る
対
立
か
ら
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
は
一
九
六
五
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
分
離
独
立
し
、
マ

レ
ー
シ
ア
と
は
別
の
仕
組
み
を
持
つ
社
会
と
し
て
歩
み
始
め
た
。
先

に
紹
介
し
た
『
す
ば
ら
し
き
大
世
界
』
で
は
、
国
家
の
枠
組
み
が
再

編
を
重
ね
る
中
で
、
最
終
的
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
生
き
る
こ
と
を
選

択
し
た
人
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

マ
レ
ー
語
映
画
の
作
り
手
た
ち
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
マ
レ
ー
シ

ア
か
ら
分
離
独
立
す
る
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

に
活
動
の
拠
点
を
移
し
た＊

１

。
こ
の
た
め
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
映
画
が
ほ
と
ん
ど
制
作
さ
れ
な
く
な
る
。

小
国
の
生
き
残
り
を
か
け
て

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
一
九
五
九
年
の
内
政
自
治
獲
得
か
ら
今
日

に
至
る
ま
で
、
人
民
行
動
党
（
Ｐ
Ａ
Ｐ
）
が
与
党
で
あ
り
続
け
、
初

代
党
首
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
の
個
性
が
国
家
運
営
に
強
く
反
映
さ
れ

て
き
た
。
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
は
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
九
〇
年
ま

で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
首
相
を
務
め
、
そ
の
後
も
二
〇
一
一
年
ま
で
内

閣
に
と
ど
ま
っ
て
強
い
発
言
力
を
持
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
分

離
独
立
後
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
生
き
残
り
を
か
け
て
、

「
頑
健
で
、
強
固
で
、
訓
練
と
鍛
錬
の
行
き
届
い
た
社
会
」
の
建
設

を
上
か
ら
強
力
に
押
し
進
め
た
（
田
村 

二
〇
〇
〇
）。

独
立
前
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
労
働
組
合
と
学
生
運
動
が
活
発

で
、
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
は
そ
の
大
衆
動
員
力
に
乗
じ
て
政
権
を
掌

握
し
た
が
、
独
立
後
に
は
そ
れ
ら
の
運
動
は
周
縁
化
さ
れ
て
い
っ

た
。
外
資
を
誘
致
し
工
業
化
を
進
め
る
う
え
で
労
働
争
議
は
障
害
に

な
る
と
し
て
、
官
制
の
労
働
組
合
以
外
は
活
動
の
余
地
を
奪
わ
れ

た
。
労
働
組
合
を
支
持
基
盤
と
す
る
政
党
も
姿
を
消
し
た
。
人
材
が

唯
一
の
資
源
で
あ
る
と
し
て
徹
底
し
た
能
力
主
義
を
採
り
、
初
等
教

育
段
階
か
ら
ふ
る
い
を
か
け
る
教
育
制
度
が
導
入
さ
れ
、
ま
た
、
英

語
と
母
語
の
習
得
を
掲
げ
た
二
言
語
政
策
が
開
始
さ
れ
た
。
実
際
に

は
英
語
の
習
得
が
最
優
先
さ
れ
た
た
め
、
華
語
で
教
育
を
受
け
た

人
々
を
中
心
に
社
会
か
ら
反
発
が
あ
っ
た
が
、
政
府
は
反
発
を
力
で

押
さ
え
つ
け
た
。
国
民
統
合
と
国
防
を
目
的
と
す
る
「
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
サ
ー
ビ
ス
」
が
設
け
ら
れ
、
男
子
は
二
年
間
の
軍
事
訓
練
を
受

け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
こ
の
時
期
に
社
会
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消

し
た
も
の
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
長
ら
く
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
近
年
、
タ
ブ
ー
視
さ
れ
た
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
て
見

直
す
映
画
が
作
ら
れ
て
い
る
。『
イ
ン
ビ
ジ
ブ
ル
・
シ
テ
ィ
』
は
、
文

字
通
り
埋
も
れ
た
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
す
る
人
た
ち
を
と
ら
え

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
る
。『Sandcastle
』
は
、
兵
役
を
間
近

に
控
え
た
華
人
青
年
エ
ン
が
、
か
つ
て
英
語
中
心
の
教
育
制
度
の
導

入
に
反
発
し
て
学
生
運
動
に
身
を
投
じ
た
両
親
の
過
去
に
触
れ
る
物

語
で
あ
る
。
エ
ン
は
英
語
を
流
暢
に
話
す
が
、
家
族
や
親
し
い
友
人

と
は
華
語
で
話
す
。
華
語
教
育
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
両
親
た
ち
の

運
動
は
挫
折
し
た
が
、
そ
の
子
は
結
果
的
に
華
語
を
受
け
継
い
だ
。

そ
の
代
わ
り
に
消
え
た
の
は
中
国
語
方
言
だ
っ
た
。
エ
ン
の
母
親
は

エ
ン
の
祖
父
母
と
福
建
語
で
話
す
が
、
エ
ン
は
福
建
語
が
話
せ
ず
、

エ
ン
は
祖
父
と
華
語
で
話
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
英
語
と
華
語
の
二

言
語
政
策
を
押
し
進
め
る
べ
く
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
な
ど
公
共
の
電
波
か
ら
福
建
語
や
広
東
語
な
ど
の
中
国
語
方

言
が
排
除
さ
れ
、
華
語
に
切
り
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

経
済
成
長
と
文
化
砂
漠
か
ら
の
脱
却

生
き
残
り
を
か
け
た
政
策
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
済
成
長
に
導

き
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
「
奇
跡
」
や
「
成

功
」
な
ど
の
言
葉
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
自
信
を
体
現

し
た
か
の
よ
う
な
作
品
に
『
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
・
フ
ィ
ー
バ
ー
』
が
あ

る
。
こ
の
作
品
は
一
九
九
八
年
に
制
作
さ
れ
た
が
、
時
代
設
定
を
一

九
七
七
年
と
し
、
し
が
な
い
店
員
の
ホ
ッ
ク
が
デ
ィ
ス
コ
・
ダ
ン
ス

と
カ
ン
フ
ー
で
前
途
を
切
り
拓
い
て
い
く
物
語
だ
。
東
西
両
文
化
を

う
ま
く
乗
り
こ
な
せ
る
と
の
自
信
と
、
台
詞
に
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
風
英
語
）
が
自
在
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
示
さ
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れ
て
い
る
よ
う
に
、
文
化
の
混
成
性
や
雑
多
性
こ
そ
が
自
分
た
ち
ら

し
さ
だ
と
い
う
自
信
に
満
ち
た
爽
快
な
作
品
だ
。
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン

の
風
景
が
懐
か
し
さ
を
演
出
す
る
。
自
信
を
得
た
か
ら
こ
そ
、
自
ら

の
来
た
道
を
回
顧
す
る
の
だ
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
経
済
的
に
豊
か
に
な
っ
た
が
、
独
自
の
文
化
的

コ
ン
テ
ン
ツ
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
に
「
文
化
砂
漠
」

な
ど
と
形
容
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
中
、
政
府
は
一
九
八
九
年
に
文

化
・
芸
術
の
振
興
を
謳
い
始
め
、
そ
れ
は
後
に
映
画
に
も
及
ん
だ
。

一
九
九
八
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
設

立
さ
れ
、
映
画
制
作
を
助
成
す
る
制
度
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
同

年
、
政
府
系
企
業
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
プ
の
傘
下
に
映
画
制
作
・

配
給
会
社
レ
イ
ン
ツ
リ
ー
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
が
設
立
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
政
策
の
変
化
と
並
行
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
よ
り

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
制
作
さ
れ
た
映
画
が
現
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
国

内
外
で
高
い
評
価
を
受
け
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
映
画
の
復
活
を
印
象
づ

け
た
作
品
が
、
公
団
を
舞
台
と
し
た
『
一
二
階
』
で
あ
る
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
人
は
、
よ
ほ
ど
の
金
持
ち
で
な
い
限
り
、
住
宅
開
発
庁
（
Ｈ

Ｄ
Ｂ
）
が
計
画
・
管
理
す
る
公
団
で
家
を
築
く
。
都
市
部
の
人
口
密

集
と
劣
悪
な
居
住
環
境
を
改
善
す
べ
く
建
設
さ
れ
た
公
団
は
、
限
ら

れ
た
国
土
の
有
効
利
用
や
、
持
ち
家
を
通
じ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の

コ
ミ
ッ
ト
の
強
化
、
民
族
の
混
住
化
を
通
じ
た
国
民
統
合
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
政
策
が
展
開
す
る
場
で
も
あ
る
。
公
団
に
住
む
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
人
の
割
合
は
一
九
八
五
年
に
八
割
を
超
え
、
一
九
九
〇
年
代

に
は
八
七
％
に
達
し
、
二
〇
一
二
年
現
在
は
八
二
％
で
あ
る
。『
一

二
階
』
で
は
、
理
想
と
違
う
家
族
の
現
実
に
苦
悩
す
る
人
た
ち
が
描

か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
豊
か
な
生
活
を
夢
見
た

中
国
人
妻
や
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
子
を
残
し
て
出
稼
ぎ
に
来
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
メ
イ
ド
の
姿
も
あ
り
、
ア
ジ
ア
系
を
中
心
と
す
る
外
国
人
の

存
在
が
日
常
で
あ
る
こ
と
が
垣
間
見
え
る
。
二
〇
一
〇
年
の
統
計
に

よ
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
口
五
〇
七
・
六
万
人
の
う
ち
外
国
人

居
住
者
の
数
は
一
三
〇
・
五
万
人
で
あ
る
。

「
成
功
」
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
人
た
ち

一
九
九
〇
年
代
以
降
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
制
作
さ
れ
る
映
画
に

は
、
能
力
主
義
に
基
づ
く
熾
烈
な
競
争
社
会
の
生
き
に
く
さ
と
、
そ

こ
か
ら
の
救
済
を
扱
う
も
の
が
多
い
。
公
的
な
場
か
ら
排
除
さ
れ
た

方
言
が
比
較
的
自
由
に
使
わ
れ
て
い
る＊

２

。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
「
５
Ｃ
」
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
成
功
と
さ

れ
て
い
る
。「
５
Ｃ
」
と
は
、
現
金
（cash

）、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

（credit card

）、
車
（car

）、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
（condom

inium

）、

ゴ
ル
フ
会
員
権
（country club

）
で
あ
る
。「
５
Ｃ
」
を
手
に
入
れ

る
う
え
で
必
要
な
の
は
学
歴
で
あ
る
。
こ
う
し
た
風
景
が
、『
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
ド
リ
ー
ム
』
で
描
か
れ
て
い
る
。

学
歴
を
得
る
た
め
の
競
争
は
小
学
生
の
と
き
か
ら
始
ま
る
。
一
度

ふ
る
い
落
と
さ
れ
る
と
敗
者
復
活
が
難
し
い
。
そ
れ
で
も
希
望
は
あ

る
と
す
る
『
僕
、
バ
カ
じ
ゃ
な
い
』
の
よ
う
な
作
品
が
あ
る
一
方
で
、

希
望
の
な
さ
を
突
き
つ
け
る
『
１
５
』
の
よ
う
な
作
品
も
あ
る＊

3

。

能
力
や
生
産
性
が
高
い
人
だ
け
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
社
会
に
貢
献
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。『
一
緒
に
い
て
』
で
は
幼
少
時
に
視
聴
覚

を
失
っ
た
女
性
が
妻
を
失
っ
て
失
意
に
沈
む
男
性
に
立
ち
直
り
の

き
っ
か
け
を
与
え
、『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ガ
ガ
』
で
は
社
会
の
周
縁

に
位
置
す
る
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
て

い
る
。

『
８
８
１　

歌
え
！
パ
パ
イ
ヤ
』
は
、
魂
の
救
済
が
テ
ー
マ
の
作

品
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
の
多
く
は
、
旧
暦
七
月
一
日
に
幽

界
の
門
が
開
か
れ
、
死
者
の
霊
が
こ
の
世
に
降
り
て
く
る
と
信
じ
て

い
る
。
弔
っ
て
く
れ
る
子
孫
が
い
な
い
孤
独
な
霊
は
餓
鬼
と
呼
ば

れ
、
現
世
の
人
た
ち
に
危
害
を
与
え
る
。『
８
８
１　

歌
え
！
パ
パ

イ
ヤ
』
で
は
、
こ
の
孤
独
な
霊
を
「
好
兄
弟
」
と
呼
び
、
子
々
孫
々

と
縦
に
つ
な
が
る
関
係
で
は
な
く
兄
弟
の
よ
う
に
横
に
つ
な
が
る
関

係
で
弔
う
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
で
孤
独
な
魂
を
救
お
う
と
す
る
様

子
が
う
か
が
え
る
。

「
奇
跡
」
や
「
成
功
」
な
ど
の
き
ら
び
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら

れ
る
こ
と
の
多
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
。「
成
功
」
を
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

か
ら
支
え
る
人
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
掬
い
採
ろ
う
と
す
る
試

み
が
、
映
画
を
通
じ
て
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
国
内
で
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
映
画
に
触
れ
る
機
会
は
実
は
少
な
く
な
い
。
国
内
各
地
で

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
国
際
映
画
祭
は
も
ち
ろ
ん
、
話
題
の
新
作
・
旧

作
を
一
挙
に
観
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
映
画
祭
も
あ
る

（
こ
れ
ま
で
に
二
〇
〇
九
年
と
二
〇
一
二
年
に
開
催
さ
れ
て
い
る
）。
こ

う
し
た
機
会
を
通
じ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

◉
注

＊	

１	

「
映
画
の
都
」
と
し
て
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
盛
衰
は
松
岡
（
一
九
九

七
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
映
画
に
つ
い
て
歴
史
的
な
展

開
と
近
年
の
新
た
な
動
き
と
の
両
方
を
包
括
す
る
研
究
にT

an

（2008

）

が
あ
る
。
同
書
は
巻
末
に
一
九
二
七
年
以
降
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
制
作
さ

れ
た
映
画
の
リ
ス
ト
や
一
九
九
〇
年
以
降
の
興
行
成
績
の
リ
ス
ト
な
ど

が
あ
り
、
デ
ー
タ
集
と
し
て
も
非
常
に
有
用
で
あ
る
。

＊	

２	

た
だ
し
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
映
画
に
対
す
る
検
閲
が
厳
密
に
行
わ

れ
て
お
り
、
言
語
や
内
容
に
お
い
て
制
作
者
と
政
府
が
せ
め
ぎ
合
う
状

況
も
あ
る
。
例
え
ば
『
１
５
』
は
若
者
を
暴
力
的
な
方
向
に
導
き
う
る

と
さ
れ
る
シ
ー
ン
の
削
除
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
不
満
が
検
閲

を
題
材
と
し
た
『Cut

』
を
生
み
出
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
映
画
に
お

け
る
政
府
と
制
作
者
の
せ
め
ぎ
あ
い
に
着
目
し
た
研
究
に
、U

hde 

（2010

）、
盛
田
（
二
〇
〇
八
、
二
〇
一
〇
、
二
〇
一
一
ａ
、
二
〇
一
一

ｂ
）
が
あ
る
。

＊	

３	

二
〇
〇
八
年
に
は
、
能
力
別
教
育
は
敗
者
復
活
も
可
能
と
す
る
よ

り
柔
軟
な
制
度
に
変
わ
っ
て
い
る
。

◉
参
考
文
献

田
村
慶
子
（
二
〇
〇
〇
）『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
家
建
設
―
―
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
明
石
書
店
。

松
岡
環
（
一
九
九
七
）『
ア
ジ
ア
・
映
画
の
都
―
―
香
港
〜
イ
ン
ド
・
ム
ー
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ビ
ー
ロ
ー
ド
』
め
こ
ん
。

盛
田
茂
（
二
〇
〇
八
）「『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ド
リ
ー
ム
』
か
ら
読
み
解
く

『
意
義
申
し
立
て
』」『
バ
ン
ダ
ラ
イ
』
第
七
号
、
一
五
―
四
二
頁
。

盛
田
茂
（
二
〇
一
〇
）「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
映
画
『
８
８
１
』
か
ら
見
る
政

府
・
映
画
制
作
者
間
の
『
交
渉
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』」『
バ
ン
ダ
ラ
イ
』

第
九
号
、
一
〇
五
―
一
四
六
頁
。

盛
田
茂
（
二
〇
一
一
ａ
）「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
タ
ン
・
ピ
ン

ピ
ン
の
制
作
活
動
か
ら
読
み
解
く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
新
潮
流
」『
バ
ン

ダ
ラ
イ
』
第
一
〇
号
、
三
―
五
一
頁
。

盛
田
茂
（
二
〇
一
一
ｂ
）「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
と
表
現
の
自
由

―
―
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
事
例
」『
国
際
開
発
学
研
究
』
第
一
〇
巻
第
二

号
、
一
五
三
―
一
七
二
頁
。

T
an, K

enneth Paul.

（2008

）Cinem
a and T

elevision in Singapore: 
R

esistance in O
ne D

im
ension, Leiden, Brill.

U
hde, Jan and Y

vonne N
g U

hde.

（2010

）Latent Im
ages: Film

 
in Singapore, 2nd ed, Singapore, Ridge Books.

映
画
リ
ス
ト

『
１
５
』…
…
①15

、
②
ロ
イ
ス
ト
ン
・
タ
ン
（
陳
子
謙
）、
③
二
〇
〇
二

年
、
④
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
⑤
華
語
、
福
建
語
、
⑥
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
映
画

祭
（
二
〇
一
二
）。

『
８
８
１　

歌
え
！
パ
パ
イ
ヤ
』…
…
①881

、
②
ロ
イ
ス
ト
ン
・
タ
ン
（
陳

子
謙
）、
③
二
〇
〇
七
年
、
④
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
⑤
華
語
、
福
建
語
、

⑥
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
福
岡
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
八
）、
劇
場
公
開

（
二
〇
〇
八
）、
日
本
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
映
画
人
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇

一
〇
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
映
画
祭
（
二
〇
一
二
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『Cut

』…
…
①Cut

、
②
ロ
イ
ス
ト
ン
・
タ
ン
（
陳
子
謙
）、
③
二
〇
〇
四

年
、
④
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
⑤
英
語
、
⑥
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
映
画
祭
（
二
〇

一
二
）。

『Sandcastle

』…
…
①Sandcastle

／
沙
城
、
②
ブ
ー
・
ジ
ュ
ン
フ
ォ
ン

（
巫
俊
鋒
）、
③
二
〇
一
〇
年
、
④
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
⑤
華
語
、
福
建

語
、
英
語
、
⑥
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
映
画
祭
（
二
〇
一
二
）。

『
一
緒
に
い
て
』…
…
①Be w

ith M
e

／
和
我
在
一
起
／
伴
我
行
／
默
默

伴
我
行
、
②
エ
リ
ッ
ク
・
ク
ー
（
邱
金
海
）、
③
二
〇
〇
五
年
、
④
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
⑤
華
語
、
福
建
語
、
英
語
、
広
東
語
、
⑥
東
京
国
際
映

画
祭
（
二
〇
〇
五
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
映
画
祭
（
二
〇
〇
九
）、
日
本
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
映
画
人
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
〇
）。

『
イ
ン
ビ
ジ
ブ
ル
・
シ
テ
ィ
』…
…
①Invisible City

／
備
忘
録
、
②
タ

ン
・
ピ
ン
ピ
ン
（
陳
彬
彬
）、
③
二
〇
〇
七
年
、
④
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

⑤
華
語
、
日
本
語
、
英
語
、
⑥
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
映
画
祭
（
二
〇
一
二
）。

『
一
二
階
』…
…
①12 Storeys

／
十
二
楼
、
②
エ
リ
ッ
ク
・
ク
ー
（
邱
金

海
）、
③
一
九
九
七
年
、
④
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
⑤
華
語
、
広
東
語
、
福

建
語
、
英
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
一
九
九
七
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

映
画
祭
（
二
〇
〇
九
）。

『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ガ
ガ
』…
…
①Singapore Ga Ga

、
②
タ
ン
・
ピ
ン

ピ
ン
（
陳
彬
彬
）、
③
二
〇
〇
五
年
、
④
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
⑤
華
語
、

英
語
、
福
建
語
、
広
東
語
、
客
家
語
、
マ
レ
ー
語
、
⑥
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

映
画
祭
（
二
〇
一
二
）。

『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ド
リ
ー
ム
』…
…
①Singapore D

ream
ing

／
美
満

人
生
、
②
コ
リ
ン
・
ゴ
ー
（
呉
荣
平
）、
ウ
ー
・
イ
ェ
ン
イ
ェ
ン
（
胡

恩
恩
）、
③
二
〇
〇
六
年
、
④
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
⑤
華
語
、
福
建
語
、

英
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
七
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
映
画
祭

（
二
〇
〇
九
）。

『
す
ば
ら
し
き
大
世
界
』…
…
①It

�s a Great, Great W
orld

／
大
世
界
、

②
ケ
ル
ビ
ン
・
ト
ン
（
唐
永
健
）、
③
二
〇
一
〇
年
、
④
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
⑤
華
語
、
広
東
語
、
福
建
語
、
客
家
語
、
海
南
語
、
⑥
ア
ジ
ア

フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
二
〇
一
一
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
映

画
祭
（
二
〇
一
二
）。

『
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
・
フ
ィ
ー
バ
ー
』…
…
①Forever Fever

、
②
グ
レ

ン
・
ゴ
ー
イ
（
魏
銘
耀
）、
③
一
九
九
八
年
、 

④
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
⑤
英

語
、 

⑥
東
京
国
際
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
映
画
祭
（
一
九
九
九
）、
劇
場

公
開
（
二
〇
〇
〇
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
僕
、
バ
カ
じ
ゃ
な
い
』…
…
①I N

ot Stupid

／
小
孩
不
笨
、
②
ジ
ャ
ッ

ク
・
ネ
オ
（
梁
智
強
）、
③
二
〇
〇
二
年
、
④
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
⑤
華

語
、
英
語
、
福
建
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
二
）。

『
ワ
ン
ス
・
ア
ポ
ン
・
ア
・
タ
イ
ム
・
イ
ン
・
チ
ャ
イ
ナ　

天
地
黎
明
』…
…

①
黃
飛
鴻
／O

nce upon a T
im

e in China

、
②
ツ
イ
・
ハ
ー
ク
（
徐

克
）、
③
一
九
九
一
年
、
④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭

（
一
九
九
一
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

著
者
紹
介

一
七
五
頁
に
掲
載
。

ヤ
ン
ゴ
ン
市
民
の
憩
い
の
場
カ
ン
ド
ー
ヂ
ー
湖
か
ら
、
日
本
大
使

館
の
脇
を
走
る
ウ
ィ
ン
ガ
バ
ー
通
り
を
し
ば
ら
く
北
に
進
む
と
、
白

い
二
階
建
て
木
造
建
築
が
ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

映
画
史
博
物
館
で
あ
る
。
建
物
自
体
は
古
め
か
し
く
、
お
そ
ら
く
は

イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
を
転
用
し
た
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
こ
に
博
物
館
が
開
設
さ
れ
た
の
は
一
九
九
八
年
と
そ
う
古

い
話
で
は
な
い
。
一
九
九
五
年
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
映
画
が
誕
生
し
て
か

ら
七
五
周
年
に
あ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
式
典
が
催
さ
れ
た
。
映

画
史
博
物
館
は
そ
の
副
産
物
と
し
て
開
設
さ
れ
た
と
い
う
（
ミ
ャ
ン

客体から主体へ
――ミャンマー映画の再生

長田紀之

【ミャンマー】


